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特別損失の計上に関するお知らせ  

 

当社及び当社グループは、 2022 年３月期第４四半期（累計）において、下記のとおり特別損

失を計上することとなりましたので、お知らせいたします。   

 

記  

 

１．連結決算における特別損失の計上について  

・固定資産の減損損失の計上について  

当社の連結子会社である協栄サーキットテクノロジ株式会社が営むプリント配線板製造事業において、

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき回収可能性を検討し、現在の事業環境及び将来の収益見込み等 

を勘案した結果、回収可能価額が帳簿価額を下回っている同社の事業に供している固定資産について、減 

損損失３千４百万円を特別損失として計上することといたしました。  

 

・福島県沖地震による生産設備等の原状回復に要した災害による損失の計上について 

2022年 3月 22日に公表の「福島県沖を震源とする地震の影響に関するお知らせ（第 2 報）」に記 

載のとおり、2022年３月 16日に福島県沖で発生した地震により当社の連結子会社である協栄サーキット

テクノロジ株式会社の生産設備に被害が発生いたしました。 

その後、地震被害の影響を踏査した結果、原状回復に要する費用３千１百万円を特別損失として計上す 

ることといたしました。 

 

２．個別決算における特別損失の計上について 

・貸倒引当金繰入額について  

ア． 当社の連結子会社である協栄サーキットテクノロジ株式会社は、９億５千３百万円の債務超過とな

るため、当社の個別決算において貸倒引当金繰入額４億１千８百万円を追加計上することといたしま

した。 

 

イ． 当社の連結子会社である KYOEI ELECTRONICS HONG KONG LIMITED は、９千８百万円の債務超過とな 

るため、当社の個別決算において貸倒引当金繰入額５千５百万円を追加計上することといたしまし 



た。 

 

なお、貸倒引当金繰入額につきましては、連結決算上消去されるため、連結業績に与える影響はありま

せん。  

 

３．業績に与える影響 

2022年 3月期の通期連結業績に与える影響については、2022年 4月 28日に開示いたしました『業績予 

想の修正及び繰延税金資産の計上に関するお知らせ』をご参照ください。 

 

以 上 


